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新型コロナウイルス感染症及び変異株による 

感染拡大に関する緊急要望 

 

年末以降の新型コロナウイルス感染者数の急増に伴い、保健所業務の

増大や宿泊療養施設の一時的なひっ迫により、自宅療養者の数は急激に

増加しました。緊急事態宣言を受け、新型コロナウイルス感染者数は減少傾

向にありますが、自宅療養者数は今なお高い状態が続いています。 

現在、宿泊療養施設への入所が比較的容易になったにもかかわらず、宿

泊療養よりも自宅療養を希望する方が多いため、保健所は、自宅療養として

調整せざるを得ない状況となっています。 

今後の感染拡大を抑制し、リバウンドを避けるためには、新規感染者数を更

に減少させていく必要があります。現在、感染経路が明らかな人の５割弱は

同居人からの感染であり、家庭内感染を防ぐためにも宿泊療養の活用が不

可欠です。 

また、より感染力の高い新型コロナウイルス変異株による感染拡大が懸念さ

れる中、家庭内感染の機会を最大限抑止することが重要です。 

新型コロナウイルス感染者数を更に減少させ、今後の感染拡大を抑制する

ため、入院対象者以外の感染者は自宅療養ではなく原則宿泊療養とするよ

う、厚生労働省から通知を発出することを要望いたします。 


